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要 約
食品残渣を利用した低コスト化飼料の豚への給与試験を実施した。試験の概要は以下の通りであった。

1.肥育前期（体重40kg～70kg）に、食品残渣飼料（混合割合：配合飼料70%、豆腐粕20%、菓子屑10%）

を給与したところ、1日当たり増体重は試験区がわずかに低い傾向がみられた。

2.上物率は試験区が高く、出荷までの飼料費は1頭当たり1,178円の低減がみられた。

緒 言
食品リサイクル法施行を背景に、食品残渣の飼

料化への取組が模索されている１）２）。また、穀物

価格や輸送燃料の変動に伴い、家畜飼料の価格が

大きく変動しやすい状況にある３）。

そこで本試験では、食品製造工場から産業廃棄

物として処理されている豆腐粕、菓子屑といった

食品残渣を産廃処理施設で乾燥、粉砕し、飼料化

を試みた。そしてこれら食品残渣を通常飼料に配

合した飼料を肥育豚に給与し、発育並びに枝肉成

績に及ぼす影響を調査した。また、食品残渣を給

与することでの飼料費の低減効果を確認するため、

生産コストの算出を行った。

材料及び方法
1.試験実施期間

平成21年6月11日～平成21年9月10日

2.供試飼料

食品残渣は、近隣の食品製造工場から排出され

た豆腐粕及び菓子屑を、産業廃棄物処理業者で乾

燥・粉砕したものを用いた。これを、豆腐粕と菓

子屑を乾物重で2：1の割合で混合し、通常飼料70

%、食品残渣30%の割合で配合した。

通常飼料は、当場で恒常的に利用している配合

飼料とした。

3.供試動物

本試験では、当場で系統造成が完了したランド

レース種「トットリエル」を基幹とした雌豚に大

ヨークシャー種の雄を交配して生産されたLWの雌

に、当場で系統造成中のデュロック種の雄を交配

して生産したLWD種を用いた。

4.試験区の設定

表1に、試験区分及び供試頭数を示した。試験

開始体重は両区とも40kgに設定し、食品残渣飼料

は体重が40kgから70kgの間に給与し、不断給餌・

自由飲水とした。対照区並びに試験区の体重70kg

以降の飼料については、通常飼料を給与した。

表1 試験区分および供試頭数

区分 給与飼料 供試頭数

対照区 通常飼料 8

試験区 食品残渣飼料 8

5.飼料成分

飼料成分について、表2に示した。配合飼料と

比較して、粗蛋白質が豆腐粕は高く、粗脂肪は豆

腐粕、菓子屑が高い。

表2 飼料成分 注1)配合飼料の値については、飼料表示票による。

水分 乾 物 中 (%)

(%) 粗蛋白質 粗脂肪 粗繊維 粗灰分 カルシウム リン

配合飼料 15.0%以上 2.5%以上 9.0%以下 10.0%以下 0.50%以上 0.35%以上

豆 腐 粕４）8.2 28.6 14.3 16.1 4.6 0.37 0.34

菓 子 屑４）7.8 8.2 17.1 1.3 1.8 0.05 0.16
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6.調査項目

1)発育及び枝肉成績

試験豚は毎週1回体重測定を行い、体重115kg程

度でと畜した。

発育成績の調査項目は、肥育期間、１日増体重、

飼料摂取量、飼料要求率、体重105kg時体型（体

長、体高、胸囲）とした。

枝肉成績の調査項目は、枝肉重量、枝肉歩留、

背脂肪厚、枝肉格付とし、枝肉格付は社団法人日

本食肉格付協会によるものとした。

2)飼料コスト

飼料コストは、試験開始から出荷時までを算出

した。食品残渣混合飼料の単価を25.1円／kgとし、

通常飼料は58円／kgとした。

結果及び考察
1.発育成績

表3に発育成績を示した。対照区と比較して、

試験区は１日当たり増体重と飼料要求率は低かっ

たが、有意差は認められなかった。飼育期間は試

験区が長かったが、飼料要求率はほぼ変わらなか

った。

図1に、食品残渣給与期間中の体重の変化を示

した。有意差はみられなかったが、対照区と比較

して、試験区がやや低く推移した。

表4に105kg時体型について示した。体長は、や

や対照区が長かったが有意差は認めらなかった。

発育性については、体重増加において試験区が

わずかに劣る傾向が見られたが、大きな差はみら

れず、食品残渣給与による影響はほぼ無いと考え

られた。

表3 発育成績

対照区 試験区

開始日齢（日） 80.5±0.5 80.8±0.5

開始体重（kg） 44.9±4.1 44.1±4.7

終了日齢（日） 167.3±7.4 172.4±9.2

終了体重（kg） 115.4±4.1 114.6±5.5

肥育期間（日） 86.8±7.2 91.6±9.2

一日当増体重（g）908.9±61.8 859.5±89.9

飼料摂取量（kg） 239.7±24.6 233.4±29.0

飼料要求率 3.40±0.24 3.32±0.40

図1 食品残渣給与期間中の体重推移

表4 105kg時体重

対照区 試験区

体高 （cm） 60.2±0.7 59.5±1.4

体長 （cm） 104.6±2.6 107.0±3.2

胸囲 （cm） 109.4±2.7 108.9±2.4

2.枝肉成績

表5に枝肉成績を示した。試験区の上物率が高

かったが、いずれの項目も有意差は認められなか

った。

枝肉成績については、食品残渣による影響はみ

られず、通常飼料と同等以上の成績を得る可能性

が示された。

表5 枝肉成績

対照区 試験区

枝肉重量（kg） 72.9±3.1 71.0±3.8

枝肉歩留 (%) 62.7±3.1 62.0±2.5

背脂肪厚（cm） 2.0±0.5 1.8±0.2

上物率 (%) 50.0 87.5

3.飼料費

表6に、試験開始から出荷までの飼料費の比較

を示した。対照区の飼料費が13,908円／頭であっ

たのに対し、試験区は12,730円／頭であり（1,17

8円の減）、低コストでの肥育が可能であること

が分かった。

表6 飼料費比較

対照区 試験区

食品残渣飼料摂取量(kg) － 98.9

通常飼料摂取量(kg) 239.7 140.9

飼料単価(円) 58 25.1

飼料コスト(円／頭) 13,908 12,730
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今後の課題
本試験では、食品残渣の給与による肥育豚への

影響はみられず、通常飼料と配合して利用できる

ことが分かった。今後、農家で食品残渣が利用さ

れるためには、食品工場（食品残渣の供給先）か

ら始まる農家までの流通経路の確立とともに、食

品残渣飼料の乾燥などの処理による保存性の確保

が必要となる。

肉質については、飼料中の豆腐粕が多くなると、

リノール酸または多価不飽和脂肪酸が高くなる傾

向が報告されており１）、食品残渣の配合割合につ

いては、今後も検討の余地がある。
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